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である。①家計のバランスシート調整・所得雇

用環境の悪化に伴う個人消費の低迷長期化、②

主力産業である金融業の低迷、③内外需の落ち

込みによる設備投資の減少が、景気の下押し圧

力として作用し続けるとみられる。付加価値税

引き下げが2009年末に終了するなか、2010年前

半は個人消費を中心に再びマイナス成長となる

見通しである。

　一方、総選挙が2010年６月初旬までに実施さ

れることになっている。こうした情勢下、政府

も景気テコ入れに向け遅くとも１〜３月期中に

追加の経済対策を打ち出すことが予想される。

こうした追加の対策が景気下支えとなり、年後

半に向け減少ペースが鈍化していく見通しであ

る。

　この結果、2010年通年の実質GDP成長率は

前年比▲0.3％と２年連続のマイナスとなる見

通しである（図表20）。

　物価面では、景気悪化に伴いコアインフレ率

の低下が続くとみられる。もっとも、エネルギ

ー価格上昇やポンド安の影響もあり、総合ベー

スでは１％台後半での推移が続く見通しである。
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（図表20）イギリス経済成長率・物価見通し
（前年比、実質GDPの四半期は季節調整済前期比年率、％）

2009年 2010年 2008年
（実績）

2009年
（予測）

2010年
（予測）１〜３ ４〜６ ７〜９ 10〜12 １〜３ ４〜６ ７〜９ 10〜12

実質GDP ▲9.6 ▲2.3 ▲1.2 0.0 ▲0.4 ▲0.3 ▲0.2 ▲0.1 0.6 ▲4.7 ▲0.3

消費者物価指数 3.0 2.1 1.5 1.3 1.5 1.8 1.8 1.8 3.6 2.0 1.7

　　予測

（注）見通しは、GDP比１％の追加景気対策を2010年４～６月期に打ち出すことを想定。


